
1 

 

 

 

 

 

 

核兵器禁止条約、来年 1 月発効  
ホンジュラス批准し 50 カ国・地域に 国際規範で核軍縮迫る 
 

毎日新聞 2020 年 10 月 25 日 05 時 50 分 

 史上初めて核兵器を全面禁止する核兵器禁止条約

を批准した国・地域が 24 日、発効に必要な 50 に達

した。中米ホンジュラスが新たに批准した。90 日後

の来年 1 月 22 日に発効する。米露などの核保有国や

米国の「核の傘」に依存する日本などは参加しておら

ず、実効性の確保が課題になるが、核兵器を非人道兵

器とする国際規範が誕生することで核軍縮を迫る圧

力になることが期待される。 

 国連が 24 日明らかにした。国連のグテレス事務総

長は報道官を通じた声明で「発効は多くの被爆者や

核実験の被害者に敬意を示すものだ」と強調。「核兵

器の使用がもたらす壊滅的な人道的被害について、

注意を喚起しようとする世界的な運動の集大成でも

ある」と歓迎した。 

 現在の核拡散防止条約（NPT）は、米露英仏中の 5

大国に核保有を認めている。例外を認めない核禁条

約には 5 大国が真っ向から反対し、核兵器を保有す

るイスラエルやインド、パキスタン、北朝鮮も参加し

ていない。日本や韓国、北大西洋条約機構（NATO、本

部ブリュッセル）の加盟国など核保有国の「核の傘」

に依存する国々も批准しておらず、これらの非締約

国には法的な順守義務はない。 

 条約の批准を各国に働きかけてきた国際 NGO「核兵

器廃絶国際キャンペーン」（ICAN）のフィン事務局長

は「発効すれば（核軍縮を進めるべきだという）強い

国際規範が生まれる」と指摘。条約の枠外にいる核保

有国にも核軍縮を迫る圧力になると強調している。

今後は批准国を増やし、「核なき世界」を求める国際

世論をどこまで強められるかが焦点になる。 

 条約は 2017 年 7 月、国連加盟の 6 割を超える 122

カ国・地域の賛成多数で採択された。核兵器の開発や

保有、使用だけでなく、核抑止力の根幹である威嚇も

禁止している。2 年に 1 回の締約国会議で、具体的な

禁止事項や廃棄の検証方法などを話し合う。最初の

締約国会議は発効から 1 年以内に開かれ、オースト

リアでの開催が有力視されている。 

 日本は核軍縮の進展に向けて核保有国と非核保有

国の「橋渡し役」を担うと表明してきた。だが、核禁

条約をめぐっては「現実の安全保障を踏まえていな

い」として、17 年 3 月に始まった交渉会議にも参加

しなかった。締約国会議は非締約国もオブザーバー

参加が認められている。 

【ニューヨーク隅俊之】 
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ビキニ調査 in 室戸 報告            
 

◇日時 2020.10.25 10 時~15 時    

◇場所 主に室戸岬町 室戸市浮津 吉良川 

◇参加者 濵田、橋田、和田、前田、西内 

 

< A グループ> 濵田 橋田 和田    

※主に徳寿丸 の船員の調査 

10.30  明神勇一郎さん(1925 T14)。 

当時は繁栄丸に乗っていたということであった。

「おんちゃん新聞」に紹介されている方だった。 

ビキニのことについて知ったのは 5 月ころで、焼

津で福竜丸を見た。港では、ガイガーをあてられて、

魚は全部捨てた。うまいなぁといいもってだいぶ食

べた。闇で売ることもしていたようだ。うちらの船は、

北緯 20 度のマッカーサーラインをまじめに守って

いたので、小笠原のあたりで漁をしていた。ビキニの

保障はもらっていた。魚の種類やらトン数に応じて

もろうたと思う。42 歳で船を降りた。当時の漁労長

は竹崎あさひろ、機関長は吉岡まさきだった。自分は

70 歳の時に脳梗塞をやった。 

奥さんも時々当時を思い出して苦労した話をして

くれた。「言われん、言われん。いうてぎっちり隠し

よったやいか」(奥さん)。 

11.30 脇本さんを探す。近くの方に聞くと、郵便局

の隣にあったが、香美の方に引っ越して、家も取り壊

したということであった。 

※写真上-明神さんと奥さん 下-第２幸成丸(S２４

年と裏書 明神さん) 明神さん提供 

12.00 昼食 

13.00 

・徳寿丸の船主だった川口兼一さんを訪ねた。元小

学校の手前で探し、一件の家にて訪ねると、なんと隣

がそうだという。ただ、すでに当人は亡くなっており、

息子さんがいるが室戸にはいないということだった。

船の倒産に関わって、いろいろ大変だったようです

と教えてくださった。 

13.30 徳寿丸の井上武さん(吉良川)を訪たが留守。

同じく吉良川の依光征一さんを訪ねる。 

14.30 依光征一

さん(S12)   

・22 の時に船に

乗った。最初は高

取丸、松栄、徳寿

の順に船に乗っ

た。マグロ船に乗

っていたのは 65 才辺りまで。船に乗り始めはカシ

キ(食事担当) 

・高取丸（室戸）で鰹をつっているときは 60人くら

い乗っていた。幡多の一本釣りのベテランを連れて

仙台沖まで行っていた。10 月くらいにかつおが終わ

ったら戻ってきて、人を減らして 22,23 人でまぐろ

漁に出た。寝る間がなかった。 

・福竜丸はもろに灰をかぶった。福竜丸は大きかっ

たので近くまで行っていた。 

・癌の因果関係は分からない。灰が海に落ちて潮に

乗ったのではないか。自分は、灰などは見ていない。

船のスピードは 8 マイルほどで、遠くには行けてい

ない。 

・ビキニの時は松栄丸に乗っていた。局長は今井基

嗣（依光さんと同い年）、漁労長は山崎今春。徳寿丸

はもっと後になってからだ。徳寿丸はまぐろだけを

とっていた。 

・もろに灰をかぶった人なら文句なし 100％みてく

れないといかん。あの時分は売れん魚がいっぱいあ

った。海面の魚（しいら、かじき）は売れんかったか

ら捨てた。 15.20 終了  

 

＜ B グ ル ー プ ＞  

前田、西内 

※おもに第２高取

丸の船員調査 
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10:30  岬町の松本徳次さん宅は鍵が掛かって生活

感なしだった。 浜口忠雄さんは近所の方から１０年

ほど前に亡くなったとお聞きした。 由井幸雄さん宅

は留守で表札に幸雄さんの名前はなかった。大西満

一さんを訪問するも鍵がかかっていて留守。  

・久保勇さんを訪問すると奥さん咲子さんに会えた。

勇さんは今年の２月に 85 歳で亡くなられた。たばこ

を吸っていたので色々と病気はあったが死因は肺気

腫だった。船員手帳も見せて頂いた。奥さんのお兄さ

んの畑中勉さんのお宅に伺った。 

勉さんは「みさき丸」に７年位乗り組んでいて、「空

が夕焼けみたいになった。築地に寄港するとガイガ

ーカウンターが鳴って、マグロを沖に捨てに行かさ

れた。その時、腰のゴムバンドも反応して鳴った。福

竜丸も見た。その後も他の船に乗ったが８５歳の今

も健康には問題がない。当時実験はわかっていたが

離れていて問題がないということで操業していた。

崎山の久保嘉作さんが先輩でこの方に話を聞いたら

いい」と教えて下さった。  

・安田正男さん宅はお留守。 武田八寿広さん宅はお

留守だった。直前に家の草刈りの家族がみえていた

ようだった。 宮崎稔秋さんのお宅は家の基礎が残っ

ているだけだった。 12.00 トロムで昼食  

13.00 調査開始 

・室津の堀尾東洋雄さん宅はお留守だった。室津の

田辺寿美男さん宅は

新しい家が建ってい

て別の方の表札が出

ていた。 浮津の日垣

氶兵平さん宅はお留

守だった。 浮津の千

頭薫さん宅に電話すると「祖父は７・８年前に亡くな

ったということだった。 元の仙頭孝男さん宅はお留

守だった。行当の杉本信一さん宅に娘さんがおられ

て３５年前に６７歳で亡くなられていた。吉良川の

久保三重男さん宅には息子さんの奥さんがおられて

２３年位前に６９歳で脳梗塞で亡くなられたという

こと だった。息子さんなら三重男さんから話を聞い

ているとのことで火・水・金なら家におられるとのこ

とだった。 吉良川の伊藤幸男さん宅は吉良中のかな

り奥になるので電話すると使われていないとのこと

だったので行くのを断念。 

 

＜被災船調査報告＞ 第１松栄丸 について
第 1 松栄丸は松本一幸さんが船主として経営をし

ていた。総トン数 42.19ｔ吉良川造船で建造され、許

可期間は昭和 28年 11月 10日から昭和 33年 11

月 9日となっており、おおよそ 5年間にわたり操業し

ていた。42t は小型のマグロ船であり、主に沖縄の南

からフィリピンの南東付近を主な漁場として操業して

いたと思われる。 

当初は、思うように操業成果が上がらず、経営も大

変だった。今井さんの奥さんによれば「津呂で下から

二番目だった」という。 

今井さんは、中学を出てすぐに無線学校に行き、昭

和27年に資格を取り、松栄丸の最初の航海から乗船

している。水揚げがなかなか上がらないから、生活も

なかなか大変だったが、船主さんとは親戚関係という

こともあり、頼まれてずっと乗っていたということだ。 

その後、今井さんが漁労長もすることになり、経営

は改善していき、後には大型の鉄船を造船している。 

◆1954年前後の第 1松栄丸の航海の様子 

 当時の船員の雇用期間の状況を見ると次のように

推測することが出来る(資料 2)。便宜上雇初めの日を

出航日、雇止めの日を入港日としておく。入港記録が

ある日時についてはそのまま記入。 

 おおよそ 1 か月の周期で操業がおこなわれている。

その中で 4 月 26 日に大阪で入港時に放射能検査を

受けている(資料 3)。魚からは出ていないが、船体か

らは放射能が検出されている。3 月下旬から 4 月下
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旬にかけてのフィリピンの南東での操業だが、大気中

の放射能が付着したと考えてよいだろう。この時には

人の検査結果が(－)と記録されているということは、

船員に対しても検査が行われたということを示してい

る。6 月の東京の検査では検査記録がなく、10 月の

大阪の検査では(－)とあるので、もしかしたら、大阪

での検査は船員に対しても検査が行われ記録がとら

れていたのかもしれない。 

 他の多くの漁船もそうだが、検査して放射能が検知

されているのにも関わらず、一週間位で漁に出港して

いる。経営する側からすれば、収入がなくなる中で漁

獲を上げなければならないから、出港する気持ちはわ

かる。しかしながら、行政側からは何らかの静止すべ

く行動がなかったのだろうか。 

◆船員の健康状態などの調査結果 

 第１松栄丸に 1959 年(S29)3 月～1954 年

(S29)10月までの間に乗船していたと思われる船員

は、私たちの把握しているのは 21 名である。そのう

ち、2020 年 7 月からの調査で何らかの形で消息の

つかめた方は 5 名であった。その 5 名の方はいずれ

もすでに亡くなっていたが、そのうち病歴がわかった

方は 4 名であり、そのうちの 3 名は「癌」(肺がん、肝

臓がん、「癌と聞いている」)を発症していた。残りの一

人の方も「皮膚に湿疹のようにぽつぽつが出来ていた」

(奥さん談)ということで 

あった。 

 

(資料 2)厚生省の検査記録 船員の雇用記録などから作成(濵田) 

出航地 出航日 入港日 入港地 操業地 放射線検知 

 S28 11/05     

  12/31    

 S29 01/01     

      

  04/25 大阪 E131、N6 4/26 人(－) 船体(＋)魚(－) 

 05/01 05/31 東京 E130、N23 6/01 人( ) 船体(－)魚(＋)埋没処分 

      

 07/01     

      

  10/02 大阪 E132、N8 10/3 人(－)船体(－)魚(＋) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(資料 3) 第 1 松栄丸の 1954 年の放射能調査状況 

◆入港地と放射能検査 厚生省からの通知により大阪市 東京都が検査を実施したもの 

(「ビキニ水爆実験被災実態調査のための資料集」高知県ビキニ水爆実験被災調査団編 1985.11.1) 

〇4/26（4/25 大阪入港）   

操業位置：E131～133 N6°30～8°40  漁獲量 : 魚類：マグロ 4000×   

検査結果：人（-）魚（-）船（＋） レギン 100 カウント 停泊燈 120 カウント 

〇6/1（5/31 東京入港）    

操業位置：N23～24° E130～131°  漁獲量 : 魚類：まぐろ類  4500× 

検査結果: 船体検知（-）検知 廃棄：ばしょうかじき 32 本 380× 処分法法：埋没 

〇10/3（10/2 大阪入港）   

操業位置：E132～133 N8～8°30   漁獲量  :  魚類：マグロ 3000 

検査結果：人（-）魚（＋）船（-）廃棄：バショウ 8 本 33×5  300 カウント-400 カウント   

カツオ 1 本 １×240 カウント  クロカワ頭 7 ヶ 12×3 

 

第 88松栄丸 

 


